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Ⅰ．はじめに  

函館平野西縁断層帯は函館平野とその西側の

上磯山地との境界に位置する断層帯である．本

断層帯は北部‐中部の渡島大野断層と中部‐南

部の富川断層（海底延長部を含む）からなり，

ほぼ南北に延びる，全長およそ 24km の断層帯

である（地震調査研究推進本部：2001）．それ

ぞれ西側に長さ 4km 以上の短い断層を伴う．

一般走向は N10°E で，断層面は西に傾斜して

おり，主断層である渡島大野断層と富川断層は

西側が東側に乗り上げる逆断層である．平均的

な断層のずれの速度は断層全体で，0.2～

0.4m/ky である．最新活動時期は 14,000 年前以

 

図 1 北海道と函館平野の位置関係 

 

 

図 2 

太田ほか（1994）に基づいて作成 
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降であり，歴史時代にはこの断層帯から発生し 

たと思われる被害地震は知られておらず，最近

390 年間は活動していないと考えられる（地震

調査研究推進本部地震調査委員会：2001）．平

均活動間隔は 13,000～17,000 年と考えられて

おり，今後 30年以内の地震発生率はほぼ 0~1％

となっている．ただし，この活断層帯が活動し

た場合は，断層全体が同時に活動する可能性が

高いため，活動時の地震の規模はマグニチュー

ド 7.1 となる（地震調査研究推進本部：1999）． 

 太田ほか（1994）や平川ほか（2000：国土地

理院 都市圏活断層図『函館』）によると，本研

究対象地域である北海道北斗市清川は活断層伏

在部とされており，沖積面が分布することから

変位があまり明瞭ではない．渡島断層主部は東

落ちの撓曲崖，それ以西の渡島断層副断層を含

む富川断層に関しては西向きの逆向き低断層崖

をなしている．そこで本研究では，北斗市清川

付近の空中写真判読，変位地形を横切る断面測

量調査を実施し，同地域における函館平野西縁

断層帯が連続していること，またその断層の地

表面への変位を確認したい． 

 

図 3 調査地域詳細 

国土地理院 都市圏活断層図 

2 万 5千分の一図幅 函館 

 

図 4 地形分類図 

A-A’，B-B’，C-C’は測量地点を指す 
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Ⅱ．調査地域概要とこれまでの研究 

 調査地域は，北海道渡島半島の函館平野の西

部に位置する，北海道北斗市清川（旧上磯町清

川）である．函館平野西縁断層帯は，段丘礫層

の撓みを示す露頭もあり（太田ほか：1994），

また最近ではトレンチ調査によって，撓曲崖の

基部に低角逆断層の露頭も見出された．変位の

累積は，とくに北部の大野川南岸で明瞭であり，

若い段丘面でも変位地形の幅が広い緩やかな撓

曲地形がみられる（地震調査研究推進本部：

2001）． 

本地域の地形面を区分した，小池・町田（2001）

では，MIS区分で河成面を fT（fluvial terrace），

海成面を mT（marine terrace）と表記し，若

い形成年代から番号がふられている．本地域は，

fT7 面，fT5e 面，fT2 面に区分される段丘面が

分布する（図 4）．また，それぞれの形成年代は

上位から，約 20 万年前，約 12.5 万年前，約 1.5

万年前とされている（小池・町田：2001）． 

 

Ⅲ．調査方法 

 空中写真による地形判読と，現地調査を行っ

た．段丘面の分類は，空中写真の判読に基づく．

また，空中写真判読の結果に基づき変位地形を

確認し，地形面の変位を明らかにする目的で現

地調査を行った．現地調査では，断面測量を行

った．地形分類によって推定された断層線をま

たぐ形で図 2 に示すように 3 地点を計測した．

なお，A-A’断面についてはすべて 5000 分の 1

の国土基本図の等高線を用いて算出したデータ

を元に作成している．B-B’，C-C’断面において

は一部ハンドレベルと標尺を用いて簡易測量を

実施し，得られたデータに 5000 分の 1 の国土

基本図の等高線を用いて算出したデータを合わ

せて地形断面図を作成した． 

 

Ⅳ．調査結果 

 空中写真判読により，図 4 のように高位の面

から高位面，中位面，低位面の 3面に区分した．

本研究では，これらの面において年代試料得る

ことはできなかったが，現地調査では段丘面の

高度の差と分布を確認することができた． 

高位面の現河床との比高は，おおよそ 40～

50m であり，開析が進んでいる（図 4，図 5-a）．

また，中位面に関しては，現河床との比高は 20

～40m となっており，戸切地川左岸に比較的広

く分布している．また，扇状地面との境界付近

で撓曲している（図 4，図 5-b）．低位面の現河

床との比高は 20～30m 程度であり，戸切地川

右岸に広く分布し，沖積面との境界で撓曲して

いる（図 4，図 5-c）．  

測量による断面作成の結果は図 5のとおりで

ある． 

松前藩戸切地陣屋の東側から戸切地川にかけ

ての測量調査を行った(図 4 A-A’，B-B’)． 

この地点に関しては都市圏活断層図にも活断

層が認められていたが，測量の結果，A-A’測線

や B-B’測線の通り，撓曲崖は戸切地川の左岸だ

けでなく，戸切地川をまたいで右岸から幅広く

続いている．また，戸切地川左岸の段丘面は右

岸に比べるとより急傾斜になっている．これは

断面 A-A’，B-B’に共通してみられる． 

また，戸切地川右岸においても，都市圏活断

層図から複数の断層線が認められる．空中写真

判読や地形断面図によると，段丘面と扇状地面

の境界付近には撓曲が見られる．地形断面図か

らわかるように地形面全体が東側に傾斜してい

る（図 5-a，b）．  

C-C’断面はこれまで活断層が伏在していると

されていた地点（国土地理院：都市圏活断層図 

函館）のほぼ中間地点で測量を行った．空中写

真判読で低崖が認められ，実際に現地で確認し

たところおよそ 1m の崖が認められた（図 5-c）． 

田の畦道であったため，多少凹凸がある．

180m ほどの地点にある高まりは，農道を挟ん

でおり土が盛られていたためである．また，測

量の結果に見られる通り，空中写真判読で認め

られた崖には実際に 70cm ほどの変位が見られ

た．変位の地点より東側には緩やかな勾配が続

き，沖積低地へと続いている． 
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Ⅴ．考察 

 A-A’，B-B’断面測量を次のように考察する． 

A-A’，断面 

断面図にあるように，戸切地川右岸から続く

傾斜は，扇状地面との境界付近で撓曲している

ことが現地調査で確認できた．これは，先行研

究との結果とも整合的である（太田ほか：1994，

地震調査研究推進本部地震調査委員会：2001，

都市圏活断層図）．また，地形断面図からもその

撓曲が確認できるため，中位段丘と扇状地面と

の境界付近に活断層を認定することができる

（図 5-a）．  

B-B’断面 

 右岸から左岸へ戸切地川を挟んで東側に傾斜

している．中位段丘は撓曲し，扇状地面へと続

いている．この傾斜の変化は都市圏活断層図（図

3）や太田ほか(1994)とも一致し，A-A’断面の考

察から認定された活断層が南側へ連続している

といえる． 

 B-B’断面以南の地点については伏在が推定さ

れている． 

C-C’断面 

 田の畦道である凹凸を除くと，ほぼ一定した

面の高さである．そこから，急傾斜したのちに

緩やかに扇状地面へと続くが，この傾斜地点は

その南北の断層線をつないだ部分にほぼ一致す

る．また，この傾斜はこの地点の南北にも続い

ており，逆断層の存在が推定される．なお，北

側の活断層の，B-B’測線付近における平均変位

量は約＞0.3m/ky である（太田ほか：1994）．

C-C’断面付近は扇状地であるため，完新世に形

成された地形面である（太田ほか：1994）．よ

って，C-C’断面付近の活断層伏在部分の平均変

位量は 0.09m/ky 程度と考えられる． 

a）断面図 A-A’ 

 

b）断面図 B-B’ 

 

c）断面図 C-C’ 

 

図 5 地形断面図     矢印は活断層の向きを表す 
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 また，函館平野西縁断層帯は走向 NS を若干

NE 方向に湾曲し，大工川地区で認定されてい

る同断層の延長へと続いていくことが予想され

る(図 4)． 

 段丘面に関しては以下のような考察結果とな

った． 

高位面 

 高度と分布の差から調査地域の地形では最も

高位の面と区分した．MIS6 の面が比高 25～

30m で分布し，それよりも一段高位の面が比高

40～45m 程度で分布しているという結果が他

の地域においての研究で得られている（田力ほ

か：2011）．本研究地域の高位面は現河床との

比高が40～50mという結果が得られている（図

5-a）．よって，MIS6 以前に形成されたと考え

られ，海成段丘アトラスにおける fT7 面という

結果ともおおむね一致する．高位面に関しては

MIS6 以前の形成と考えられる． 

中位面 

 中位面は 20～40m の比高となっている．海

成段丘アトラスでは MIS5e の段丘面とされて

いる．MIS6 の段丘面の比高が 25～30m と考え

ると（田力ほか：2011），高度の差からそれよ

り新しい時代に形成された段丘面と考えること

ができる．年代試料がないため，正確な形成年

代は不明だが，MIS5e 以降に形成された段丘面

であろう． 

低位面 

 この面は現河床沿いに広く発達する段丘面で，

現河床からの比高は 20～30m 程度であり，開

析もほとんどない．これは田力・池田（2005）

のMIS2に形成された段丘面の特徴と整合的で

ある．また，海成段丘アトラスに記載されてい

る結果とも一致する．そのため，低位面は MIS2

に形成されたと考えられる． 

 

Ⅵ．結論と今後の課題 

 今回の調査で，伏在部分とされていた北斗市

清川付近の活断層は，測量の結果から，断層崖

と疑われる地表の変位が認められた．この変位

は，その南北の断層線のほぼ一直線上にあり，

都市圏活断層図に記載されているものとも整合

的であった．その活断層の平均変位量はおよそ

0.05m/ky であると思われる． 

今後は，この断層における南側への連続や海底

への連続性についてさらに調査を進めることで，

この活断層全体の様子をより詳しく知ることが

できる． 

また，段丘面に関しても年代試料を得ること

でより詳細な段丘面の形成時期がわかるため，

今後も更なる研究が必要である． 
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